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応募事例 限界耐力計算による耐震改修工法 てらもと設計室 
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荒壁 ﾊﾟﾈﾙ（ 両面 貼 /片面 貼）

耐震 ﾘﾝｸﾞR10

仕口 ﾀﾞﾝﾊﾟｰ（ 15㎝ ﾀｲﾌﾟ） 新設柱 １階平面図
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仕口ﾀﾞ ﾝﾊ゚ （ー 15㎝ﾀｲﾌﾟ ） ２階平面図

 

 

 

 

 

 

東海道五十三次の 47 番目の宿場町 関（三重県亀山市関町）江戸時代後期から明治時代にかけて建てられた町屋が

200 棟以上も現存し、国の重要伝統的建造物群保存地区（昭和 59 年選定）や日本の道百選（昭和 61 年選定）に選

定されています。その街道沿いにある江戸時代後期に建てられた旧落合邸は、関宿を訪れる方の多目的空間として当

時の雰囲気をできるだけ残しつつ耐震性を持たせる目的で改修を行いました。 

構造計算は、限界耐力計算（変位増分法・JACA 関西）により地震時の応答層間変形角を算出することにより安全限

界変形角を約 1/30 以下としました。 

耐震要素は 本来建物が有している変形能力に追随できる要素として靭性（粘り強さ）耐力を増大させ空間の開放性

を維持するために荒壁ﾊﾟﾈﾙ（補強壁）、耐震リング及び仕口ﾀﾞﾝﾊﾟｰを用いました。 

・耐震診断値（改修前、改修後） 

・改修にかかった工事費 1,120,000 円  

・改修にかかった工事期間 2009/10～2012/10（3 期工事） 

             6 ヶ月（耐震工事）    

耐震リング R10 

仕口ﾀﾞﾝﾊﾟｰ 
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